
自給飼料主体の飼養管理を上手に行うために 
農林水産省は酪農経営における飼料高騰に

対して、乳価や補給金単価・限度数量の実質

引き上げと同時に、国産飼料の利用拡大に向

けた取り組みへの助成といった枠組みで増産

に臨むこととしています。 
しかし、国産飼料の利用拡大は、近年の酪

農界がたどってきた購入飼料に依存した規模

拡大・高泌乳化・高乳質化路線とは逆行する

面があります。端的にいえば、自給飼料主体

で今の乳牛の生産性を維持するには、飼料生

産に利用できる土地と労働力が足りない点で

す。この点を補うため、飼料生産を組織化し

た自給飼料の生産が以前にもまして盛んにな

ると予想されますが、ここでは自給飼料を給

与する場合の養分バランスについて整理して

みることにします。 

自給飼料主体では脂溶性ビタミンやミネラルが不足する場合があります 

よく知られているように、牛ではビタミン

Ｂ群（ビタミンＢ１、Ｂ２、ナイアシン、ビオ

チンなど）やビタミン C などの水溶性ビタミ

ンは主にルーメンの微生物によって生合成さ

れるので、特別な場合を除いて欠乏は見られ

ません。 
これに対しビタミンＡやＥなどの脂溶性ビ

タミンは牛体内では生合成できず、飼料や飼

料添加物から摂取する必要があります。一方、

自給飼料の代表である牧草などの植物性飼料

にはビタミンＡはなく、プロビタミンＡ（β

‐カロテン）として存在しています。その他

にはプロビタミンＤ（エルゴカルシフェロー

ル）やビタミンＥ（トコフェロール）が含ま

れています。 
春季の若い牧草や飼料稲ではβ‐カロテン、

ビタミンＥが豊富で要求量が充足されますが、

熟期の進行に伴って減少します。例えば稲発

酵粗飼料の刈り取り適期といわれる乳熟期で

は穂孕期の約半分の濃度まで減少します（図

1）。また、乾草・サイレージの調製条件、貯

蔵期間の進行につれて含まれるエネルギーや

たんぱく質の量や質はもとより、脂溶性ビタ

ミン類の濃度も急速に減少し、特に晩秋から

翌春には極度に低下し、そのままでは欠乏症

になる恐れもあります。また自給飼料を生産

している土地の土壌特性や肥培管理から自給

飼料に含まれるミネラルが不足あるいはアン

バランスになることも容易に予想されます。 

摂取した脂溶性ビタミンの体内での挙動 

摂取されたβ‐カロテンは、腸管からβ‐

カロテンのままで吸収され、黄体、肝臓など

に貯蔵され、黄体などからの繁殖ホルモン機

能、抗酸化作用などを持っています。また、

腸管内で 2 分子のビタミンＡ（レチノール）

に酵素分解されて、吸収、貯蔵（肝臓）、利用
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されます。ビタミンＥは、乳牛の細胞組織内

で強力な抗酸化剤として働き、乳牛の免疫力

を維持する働きがあります。 ビタミンＡとＥ

は互いに協力して牛群の健康を維持し、産乳

量の増大や牛乳中の体細胞数の抑制に効果を

発揮します。 
また最近、高生産性の乳牛には、ビタミン

Ｄはこれまでの基準量でよいのですが、ビタ

ミンＡは約 50%増量、ビタミンＥは 7～10 倍

量に増給することが推奨されています（NRC
乳牛飼養標準 2001）。これは、これらのビタミ

ンが繁殖、栄養問題のみならず免疫力の維持

にも重要な役割を果たしていることが解明さ

れつつあるためです。 

日本列島はセレン欠乏土壌です 

カルシウム（Ca）、リン（P）、マグネシウム

（Mg）、カリウム（K）などの多量ミネラルの

重要性はよく知られていますが、微量ミネラ

ル（血液濃度単位はµg/100mL と微量）の意義

についてはよくわかっていない点が多くあり

ます。自給飼料主体（放牧を含む）で飼養さ

れている乳牛は飼料からの微量ミネラル摂取

量は、自給飼料の生産地の土壌微量ミネラル

成分と密接に関連します。よく欠乏するミネ

ラルにはセレン（Se）、コバルト（Co）、亜鉛

（Zn）、銅（Cu）、それに地域によりヨウ素（I）
などがあります。 
とくに日本列島は全域でセレン欠乏土壌で

あり、生産される粗飼料はセレン欠乏である

と考えて間違いないと思われます。すなわち、

植物が吸収・利用する水溶性セレンが土壌中

に少ないこと、スラリーなど家畜糞尿に排泄

されるセレンも非水溶性のため牧草には利用

されず、さらに欠乏が進むという悪循環にな

っています。 

良好な生産性と繁殖成績を維持するために 

良好な生産性と繁殖成績を維持するために

は、乳牛に基礎飼料（粗飼料および濃厚飼料）

を十分に摂取させる必要があることは言うま

でもありませんし、これがすべての基礎とな

ります。しかし、たとえば正常な乳牛でも分

娩前後に血中のビタミンＡ濃度は急激に低下

します。この時期には十分な量のビタミンＡ、

Ｄ３、Ｅを給与して健康に留意することも大切

です。 
脂溶性ビタミンや微量ミネラル（特にセレ

ン）が不足する飼料条件のもとでは、これら

の養分を特に必要な生理的な状態にある周産

期の乳牛に対してビタミン・ミネラル混合飼

料を給与すること、乳牛の分娩後の肝機能の

低下を防ぎ、卵巣機能および子宮の修復を早

めることで、低受胎率を改善するものです。

特に、自給飼料の刈り取りステージまたは調

製条件等から脂溶性ビタミン濃度が不足する

と予測される場合や当該地域の土壌特性から

微量ミネラルが不足すると考えられる場合に

これらを充足するために、ビタミン・ミネラ

ル混合飼料の給与は必須の給与管理技術と言

えます。 
 

ビプロＳＥカプセル 

当社では、少量給与でも必要なビタミンＡ、

Ｄ３、Ｅを補給でき、さらに有機セレンも配合

した濃縮混合飼料、ビプロＳＥカプセルを販

売しております。 
またカプセル化により製品の安定性が増し、

取り扱いも容易になり、牛に必要なビタミン

の必要量を確実に、かつ簡便に摂取させるこ

とができます。 
詳細は、ニッサン情報 第 10 号をご参照く

ださい。 
 

ニッサン情報 第 58 号 


